
 

（報道発表資料） 

令 和 ６ 年 ８ 月 １ ４ 日 

京 都 市 上 下 水 道 局 

担当：総務部総務課 

電話：０７５－６７２－７８１０ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市上下水道局では、市民の皆様に「縁の下の力持ち」である水道・下水道をより

知っていただくため、１年を通じて５回シリーズで「ライフライン広報」の取組を実施

しています。 

第一弾は、６月１日～７日の「水道週間」に水道水の啓発キャンペーン、第二弾は、

８月１日の「水の日」に合わせ、蹴上を中心とした琵琶湖疏水エリアを巡るフォトウォ

ークを開催しました。 

この度、第三弾として、９月１０日の「下水道の日」に合わせ、「京都マンホールク

エストⅡ～泡沫（うたかた）の迷宮と水のゆくえ～」を開催します。 

衛生的で快適なくらしを支える下水道。下水道は、使った水をきれいにして、川や海

に戻すことで、良好な水環境を守るとともに、大雨による浸水からもまちを守っていま

す。 

本イベントは、下水道事業に対する理解を深め、関心を高めていただくことを目的と

して実施するものです。 
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を実施します！ 

～泡沫
うたかた

の迷宮と水のゆくえ～ 



１ 日時 

令和６年９月７日（土） 午前１０時～午後３時 

 

２ 場所 

  京都市動物園 レクチャールーム前 

（〒606-8333 京都市左京区岡崎法勝寺町岡崎公園内） 

 

  アクセス：https://www5.city.kyoto.jp/zoo/visitor/access/ 

       ※ 公共交通機関利用の御協力をお願いします。 

 

３ 内容 

 ⑴ 下水道探検ゲーム 

   下水道処理の工程を懐かしのゲームで再現。ゴールにたどり着けた方にはクリア

賞をプレゼントします。（先着２００名） 

※ 小学生以下の方は、クリアできなくても参加賞をお渡しします。 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ ポケモンマンホール（略称：ポケふた）のパネル設置 

   市内５箇所に設置している「ポケふた」のパネルと写真撮影ができます。 

 

 

 

 

 

  

⑶ 下水道ＰＲブースの設置 

   下水道のパネル展示や啓発グッズの配布を行います。（先着６００名） 

 

 ⑷ すみとくん＆ひかりちゃんのグリーティング 

京都市上下水道局マスコットキャラクター、ホタルのすみとくん・ひかりちゃん

と一緒に写真撮影が楽しめます。（10 時・11 時・13 時・14 時～ ※各 15 分程度） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市動物園 

© Pokémon. ©Nintendo/Creatures Inc./GAME FREAK inc. 

昨年度のグリーティングの様子 

【下水道探検ゲーム】 
棒の上に乗せたボールを、 
コースフレームに当たら

ないようにゴールまで運

ぶゲーム。 

https://www5.city.kyoto.jp/zoo/visitor/access/


４ 対象 

  どなたでも参加可 

 

５ 参加費 

  無料（別途入園料は必要） 

 

６ 申込み 

  不要 

 

７ お問合せ先 

京都市上下水道局 総務部総務課 

TEL:０７５－６７２－７８１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）「下水道の日」とは 

下水道の普及に向けた取組を全国的に展開するため、９月１０日は「下水道の日」と定められて

います。「下水道の日」には、全国で下水道に関する普及啓発活動が実施されます。 

「縁の下の力持ち」であり、重要なライフラインである水道・下水道をより身近に感じ、同事業

への理解を深め、行動変容のきっかけにつながるよう、様々な媒体を通じて「すみと・ひかり」の

キャラクター・マーケティングの強化も含めた「戦略的広報」に取り組んでおり、これらの取組を

「ライフライン広報」と位置付けています。 

キャラクター・マーケティングの強化に当たっては、「すみと・ひかり」の認知度向上に向けた

効果的なブランディングを行い、最終的に「すみと・ひかり」の姿から水道・下水道事業を想起し

ていただけることを目指しています。 

今年度は、「水道週間」や「水の日」、「下水道の日」などの水に関する記念日に合わせ、１年を

通じて５回シリーズでイベントを実施します（第四弾以降は順次発表）。 

「ライフライン広報」について 


